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スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看

― ―

氏名　　　　　　　　　　男・女
卵巣腫瘍ＴＪ療法卵巣腫瘍ＴＪ療法卵巣腫瘍ＴＪ療法卵巣腫瘍ＴＪ療法卵巣腫瘍ＴＪ療法

目標目標目標目標目標　心身ともに安定した状態で治療が受けられ、合併症を起こすことなく早期に退院できる。
月
日 日　　月　　 (　) 日　　月　　 (　) 日　　月　　 (　) 日　　月　　 (　)

経
過

日院入 ( 日前療治 )
）　　：　　（間時院入

）前療治（日当 ）後療治（日当 目日１後療治 日院退
）　　：　　（間時院退

目
標

るきで出表をスレトス的神精・安不るす対に療治○
るれらけ受を療治で態状たし定安に共身心○

るきでがとこるす了終を療治で限小最が用作副○ 解理を策対己自の防予染感○
るきで施実し

検
査

定測重体、長身□ 算血□
学化生□

食
事

食示指 院退、後食朝

処
置
　
・
　
観
察

温体

拍脈

圧血

便排

感れびし

入挿針置留□ ( 　　　　 ) 　Ｇ
位部　 ( ）　　　　　

認確薬用常□

ンイサルタイバ□

後始開ルーソキタ□ 51 う会ち立が師医は間分
　着装ータニモ□ 9： 00 ～ 41 ： 00

□ 01 ： 00 ～ 41 ： 00 クッェチ量尿 ( 　　 ) 4/lm 間時
※4 が量尿の間時 lm004 きとの下以 ( 箋方処要 )

スクッシラ□　 4/1 Ⅳ　Ａ

注
射
・
内
服

ンチラプラパ・ルーソキタ※
方処てに箋方処は

※ ドッリクラミ・ルリセコルソ
方処てに箋方処は時示指

□ 81 ： 00 ～2： 00
　Ｒルーコタポ① lm005
Ａ１　ルリセコルソ※

　トッチクア②□ 2(lm005 ： 00 ～9： )54,03,51

　食生③□ (lm05 管側 2： 00 で開全～ )
　ンロドカデ　　 gm02

　食生④□ (lm001 管側 8： 03 ～9： )00
Ａ１　ルリトイカ　　

　ワーコンミタスレ□ 05 ㎎( 服内 9： )00

　食生※□ (lm05 管側 9： 00 で開全～ () 箋方処要 )
ドッリクラミ　　 51 位単万

　食生⑤□ (lm05 管側 9： 00 で開全～ )
　ンロドカデ　　 gm02
Ａ１　ータスガ　　

　食生⑥□ 51:9(lm005 ～ 21 ： 03:9()51 ～ 21 ： 54:9()03 ～ 21 ： )54
　 ルーソキタ※ (　 　　　 　)㎎

　トクラトクルフ⑦□ 21(lm002 ： 54,03,51 ～ 31 ： )03

　食生⑧□ (lm001 管側 31 ： 03 ～ 41 ： )00
Ａ１　ルリトイカ　　

　食生⑨□ 31(lm005 ： 03 ～ 51 ： )03
　　 ンチラプラパ※ (　 　　 　)㎎

　食生※□ (lm05 管側 41 ： 00 で開全～ () 箋方処要 )
ドッリクラミ　 51 位単万

　Ｒルーコタポ⑩□ 51(lm005 ： 03 ～ 81 ： )03
□ ジンリシクッロａＮンリパヘ

オジィフ□ 53 　 lm005
　 ﾝﾗﾟﾍﾝﾘﾟﾌ 　Ａ１　　 (朝)
□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

オジィフ□ 53 　 lm005
　 ﾝﾗﾟﾍﾝﾘﾟﾌ 　Ａ１　　 (夕)
□ ﾞｼﾝﾘｼｸｯﾛaNﾝﾘﾟﾊﾍ

□ o.p
　錠２　ルリトイカ　 ( ）後朝

）理管己自（　

オジィフ□ 53 　 lm005
　 ﾝﾗﾟﾍﾝﾘﾟﾌ 　Ａ１　　 (朝)

去抜針置留□

□ o.p
　錠２　ルリトイカ　 ( ）後朝

方処院退□
錠２　ルリトイカ　
分日３　　　　　　　

行
動

しな限制
浴ーワャシ□

浴ーワャシ□
合場な理無ーワャシ

拭清身全□
説
明
・
患
者
の
反
応

明説りよ師医
書意同□

明説りよ師護看
法療学化□ ﾝｮｼｰﾃﾝｴﾘｵ

ﾄｰｼｽﾟﾊ( ていつに )

明説りよ師剤薬□
導指理管剤薬　

明説りよ師医
導指院退□

明説りよ師護看
ていつに活生養療□

日診受回次□
）分　　時　　日　　月　　（

追
加
・
備
考

期初□ ﾄｯｨﾞﾃｰｵ

時心悪※ ( 箋方処要 )
　食生□ lm001

）点側（Ａ１ンラペンリプ　
始開トスリクッェチ法療学化んが□

は時現出のれ漏滴点、潮紅面顔、感難困吸呼、状症部胸：応反敏過※ rD ルーコ

法療学化んが□
了終トスリクッェチ　

策対創褥
策対落転・倒転

具寝準基□
アリバ
スン

視巡

名署

※ﾀｷｿｰﾙ参考値
　175/㎡体表面積
　身長　　　cm
　体重　　　kg
　体表面積　　㎡
□薬剤師確認

00:9 51:9 03:9 54:9 00:01
圧血
拍脈

　　　　　13-C56-213-C56-213-C56-213-C56-213-C56-2

（（（（（４４４４４日日日日日間間間間間入入入入入院院院院院）））））

×



＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、
　予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。

京都第一赤十字病院

卵巣腫瘍の治療を受けられる卵巣腫瘍の治療を受けられる卵巣腫瘍の治療を受けられる卵巣腫瘍の治療を受けられる卵巣腫瘍の治療を受けられる

　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ

2004.05.01版

説明医師

看護師

目標目標目標目標目標：心身ともに安定した状態で治療が受けられ、合併症を起こすことなく早期に退院できる。

月月月月月
日日日日日

日　　月　　 (　) 日　　月 (　) 日　　月 (　) 日　　月　　 (　)

経経経経経
過過過過過

）日前療治（院入 日当療治 目日１後療治 目日２後療治

目目目目目
標標標標標

が備準の身心るす対に療治
るきで

がとこるす了終を療治で限小最が用作副
るきで

が策対己自の防予染感
るきで施実きで解理

検検検検検
査査査査査

すまり測を重体・長身 らか時９ 41 でま時
すまけつをータニモ図電心

すまりあが血採 すまりあが血採

食食食食食
事事事事事

んせまりあは限制 すで院退、後食朝

処処処処処

置置置置置

を圧血・拍脈・温体
すまり測

9 らか時 01 すまり測を拍脈、圧血回４でま時

すまり測宜適を圧血、拍脈、温体

すまし着装をータニモ図電心
( らか時）　　 51 すまい会ち立が師医間分

01 にモメり測を量尿らか時
いさだくてし入記

で示指の師医は時い強が気き吐
すまし加追を滴点

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

申に師護看は方るあの薬用常
いさだくて出し

方夕 6： 00 の剤んが抗らか
すまし始開を療治滴点

すまい行を療治滴点てい続き引らか日前

～８※ 01 すまい行を滴点の本
確度都のそが師護看はていつに容内の滴点

すまし明説、し認

本２が滴点 ( すまりあ）夕、朝

薬服内のめ止気き吐
すまりま始が
用服間日２後食朝

いさだくてし
）分日　　　　（

すまりあが滴点、朝

行行行行行
動動動動動

んせまりあ限制

すまきで浴ーワャシ

すまきで浴ーワャシ
は合場な理無がーワャシ
すましを拭清が師護看

説説説説説
明明明明明

のていつに法療学化りよ師医
すまりあが明説

ていつに活生院入りよ師護看
すまりあが明説の

　

のていつに薬おりよ師剤薬
すまりあが明説

の後院退りよ師医
すまりあが明説

りよ師護看
ていつに活生養療
すまりあが明説

(((((４日間入院）４日間入院）４日間入院）４日間入院）４日間入院）
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スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看

― ―

氏名　　　　　　　　　　男・女
卵巣腫瘍ＴＪ療法卵巣腫瘍ＴＪ療法卵巣腫瘍ＴＪ療法卵巣腫瘍ＴＪ療法卵巣腫瘍ＴＪ療法

目標目標目標目標目標　心身ともに安定した状態で治療が受けられ、合併症を起こすことなく早期に退院できる。
月
日 日　　月　　 (　) 日　　月　　 (　) 日　　月　　 (　)

経
過

日院入 ）日前療治（
）　　：　　（間時院入

）前療治（日当 ）後療治（日当 日院退
）　　：　　（間時院退

目
標

るきで出表をスレトス的神精・安不るす対に療治○
るれらけ受を療治で態状たし定安に共身心○

るきでがとこるす了終を療治で限小最が用作副○
るきで施実し解理を策対己自の防予染感○

検
査

定測重体、長身□ 算血□
学化生□

食
事

食示指 院退、後食朝

処
置
　
・
　
観
察

温体

拍脈

圧血

便排

感れびし

入挿針置留□ ( 　　　　 ) 　Ｇ
位部　 ( ）　　　　　

認確薬用常□

ンイサルタイバ□

後始開ルーソキタ□ 51 う会ち立が師医は間分
　着装ータニモ□ 9： 00 ～ 41 ： 00

□ 01 ： 00 ～ 41 ： 00 クッェチ量尿 ( 　　 ) 4/lm 間時
※4 が量尿の間時 lm004 きとの下以 ( 箋方処要 )

スクッシラ□　 4/1 Ⅳ　Ａ

注
射
・
内
服

はンチラプラパ・ルーソキタ※
方処てに箋方処

※ ドッリクラミ・ルリセコルソ
方処てに箋方処は時示指

□ 81 ： 00 ～2： 00
　Ｒルーコタポ① lm005
Ａ１　ルリセコルソ※

　トッチクア②□ 2(lm005 ： 00 ～9： )54,03,51

　食生③□ (lm05 管側 2： 00 で開全～ )
　ンロドカデ　　 gm02

　食生④□ (lm001 管側 8： 03 ～9： )00
Ａ１　ルリトイカ　　

　ワーコンミタスレ□ 05 ㎎( 服内 9： )00

　食生※□ (lm05 管側 9： 00 で開全～ () 箋方処要 )
ドッリクラミ　　 51 位単万

　食生⑤□ (lm05 管側 9： 00 で開全～ )
　ンロドカデ　　 gm02
Ａ１　ータスガ　　

　食生⑥□ 51:9(lm005 ～ 21 ： 03:9()51 ～ 21 ： 54:9()03 ～ 21 ： )54
　　 ルーソキタ※ (　 　　　 　)㎎

　トクラトクルフ⑦□ 21(lm002 ： 54,03,51 ～ 31 ： )03

　食生⑧□ (lm001 管側 31 ： 03 ～ 41 ： )00
Ａ１　ルリトイカ　　

　食生⑨□ 31(lm005 ： 03 ～ 51 ： )03
　　 ンチラプラパ※ (　 　　 　)㎎

　食生※□ (lm05 管側 41 ： 00 で開全～ () 箋方処要 )
ドッリクラミ　 51 位単万

　Ｒルーコタポ⑩□ 51(lm005 ： 03 ～ 81 ： )03
□ ジンリシクッロａＮンリパヘ

オジィフ□ 53 　 lm005
　 ﾝﾗﾟﾍﾝﾘﾟﾌ 　Ａ１　　 (朝)

去抜針置留□

□ o.p
　錠２　ルリトイカ　 ( ）後朝

）理管己自（　

方処院退□
錠２　ルリトイカ　
分日４　　　　　　　

行
動

しな限制
浴ーワャシ□

浴ーワャシ□
合場な理無ーワャシ

拭清身全□
説
明
・
患
者
の
反
応

明説りよ師医
書意同□

明説りよ師護看
法療学化□ ﾝｮｼｰﾃﾝｴﾘｵ

ﾄｰｼｽﾟﾊ( ていつに )

明説りよ師剤薬□
導指理管剤薬　

明説りよ師医
導指院退□

明説りよ師護看
ていつに活生養療□

日診受回次□
）分　　時　　日　　月　　（

追
加
・
備
考

期初□ ﾄｯｨﾞﾃｰｵ

時心悪※ ( 箋方処要 )
　食生□ lm001

）点側（Ａ１ンラペンリプ　
始開トスリクッェチ法療学化んが□

は時現出のれ漏滴点、潮紅面顔、感難困吸呼、状症部胸：応反敏過※ rD ルーコ

法療学化んが□
了終トスリクッェチ　

策対創褥
策対落転・倒転

具寝準基□
アリバ
スン

視巡

名署

（（（（（３３３３３日日日日日間間間間間入入入入入院院院院院）））））

　　　　　13-C56-113-C56-113-C56-113-C56-113-C56-1

※ﾀｷｿｰﾙ参考値
　175/㎡体表面積
　身長　　　cm
　体重　　　kg
　体表面積　　㎡
□薬剤師確認

00:9 51:9 03:9 54:9 00:01
圧血
拍脈

×



＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、
　予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。

京都第一赤十字病院

卵巣腫瘍の治療を受けられる卵巣腫瘍の治療を受けられる卵巣腫瘍の治療を受けられる卵巣腫瘍の治療を受けられる卵巣腫瘍の治療を受けられる

　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　様へ
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説明医師

看護師

目標目標目標目標目標：心身ともに安定した状態で治療が受けられ、合併症を起こすことなく早期に退院できる。

月月月月月
日日日日日

日　　月　　 (　) 日　　月 (　) 日　　月　　 (　)

経経経経経
過過過過過

）日前療治（院入 日当療治 目日２後療治

目目目目目
標標標標標

るきでが備準の身心るす対に療治 るきでがとこるす了終を療治で限小最が用作副 施実きで解理が策対己自の防予染感
るきで

検検検検検
査査査査査

すまり測を重体、長身 らか時９ 41 でま時
すまけつをータニモ図電心

すまりあが血採

食食食食食
事事事事事

んせまりあは限制 すまりなと院退、後食朝

処処処処処

置置置置置

すまり測を圧血・拍脈・温体 らか時９ 01 すまり測を拍脈、圧血回４でま時

すまり測宜適を圧血、拍脈、温体

すまし着装をータニモ図電心
( らか時）　　 51 すまい会ち立が師医間分

01 にモメり測を量尿らか時
いさだくてし入記

で示指の師医は時い強が気き吐
すまし加追を滴点

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

て出し申に師護看は方るあの薬用常
いさだく

方夕 6： 00 の剤んが抗らか
すまし始開を療治滴点

すまい行を療治滴点てい続き引らか日前

～８※ 01 すまい行を滴点の本
、し認確度都のそが師護看はていつに容内の滴点

すまし明説

すまい行を滴点、朝

のめ止気き吐、後食朝
いさだくてし用服を薬お

）分日　　　（

行行行行行
動動動動動

んせまりあ限制

すまきで浴ーワャシ

すまきで浴ーワャシ
( ）拭清は合場な理無ーワャシ

説説説説説
明明明明明

のていつに法療学化りよ師医
すまりあが明説

明説のていつに活生院入りよ師護看
すまりあが

　

のていつに薬おりよ師剤薬
すまりあが明説

の後院退りよ師医
すまりあが明説

りよ師護看
ていつに活生養療
すまりあが明説

(((((３日間入院）３日間入院）３日間入院）３日間入院）３日間入院）


